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【はじめに】 量子カスケードレーザ（QCL）は赤外域の小型光源として、さまざまな応用への

適用が期待されている[1,2]。QCL の高出力化では、放熱性を向上させ、素子温度の上昇を抑える

必要がある[3]。素子内の温度分布の測定方法としてサーモリフレクタンス法が知られている[4]。

サーモリフレクタンス法で微小領域の温度分布を測定するには顕微鏡とプローブ光を用いた光学

系下で QCLを駆動する必要があり、測定系が複雑となる。そこで、本研究では、活性層で発生し

た熱の挙動を容易に把握する方法として、パルス印加した電力に対する光応答より伝熱特性を評

価する手法を検討したので報告する。 

【実験方法】 InP 基板上に QCL 構造を作製し、

リッジ導波路近傍の材料が放熱性に与える影響を

検討した。パルス電力に対する発熱分布を熱流体シ

ミュレータで解析した。解析モデルの構造を作製し、

図１に示すように幅 1μs のパルス電力に対する電

流波形と光波形を測定し、光波形の時間に対する出

力の傾きから温度変化を評価した。 

【結果および考察】 リッジ導波路側壁に絶縁膜で

ある SiO2 を介して Cu と Au を埋め込んだ素子と

InP で埋め込んだ素子において、光波形の時間変化

を評価した。各素子の評価結果を図２に示す。InP

埋込素子の傾きは Au、Cu の 1/3~1/4 と傾きが小さい。

これは、3つの埋込材料の熱伝導率を考慮すると

半導体/絶縁膜/金属の界面の状態が影響している

ものと考察できる。 
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図１ 電流パルスに対する 

光出力波形変化の模式図。 

図２ リッジ導波路側壁の埋め込み材

料と光出力の傾きの評価結果。 
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